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別紙

委員長　　　　開会宣言、あいさつ

議長　　　　　あいさつ

副町長　　　　あいさつ

委員長　　　　これより議事にはいります。議案第23号と議案第24号の順番を入れ替えました。
議案第５号

委員長　　　　まず、本委員会に付託されました、議案第５号平成21年度長久手町公共下水道事業特別会計予算を議題といたします。議案第５号について執行部の説明を求めます。

下水道課長　　議案第５号について説明。

委員長　　　　説明は終わりました。これより議案第５号に対する質疑等を行います。質疑及び意見のある委員は挙手を願います。
伊藤委員　　　予算書391ページの歳出１款１項２目の処理場管理費だが、職員人件費が大幅に下がっている。職員体制が大きく変わるのか。
下水道課長　　昨年度までは職員３人で予算化されていたが、平成21年度は３人から再任用職員１人ということで予算計上した。そのため大幅に人件費が下がっています。

伊藤委員　　　同ページの浄化センター諸経費だが、補正で消耗品費が大幅に減額になっていた。当初予算ではその分を含めると大幅に消耗品費が増額することになるが理由は何か。
下水道課長　　消耗品費については、流入水量に大きく左右される。本年度の流入水量は１万500㎥を見込んでいたが、平均して１万200～300㎥の水量でおさまったので、その水量に伴い薬品使用量等がかなり減り補正として切った。来年度予算については、流入水量１万1,500㎥を見込んでいる。それに伴い薬品等の使用量が増えることと、薬品そのものの単価がかなり上がっているので、消耗品費全体として金額増となりました。
前田委員　　　地方債残高は来年度末で約78億円、来年度の事業費が約20億円で約４倍ということで、事業費の割に地方債の残高が多いかと思うが、本町について特徴的なものはあるか。
下水道課長　　長久手町の公共下水道については、平成３年度から築造工事を行い、短期間で下水道普及率を高めてきた。平成19年度末で愛知県下第４位の78.6%の普及率となっている。その辺で起債等が増えているが、近隣でみると、尾張旭市では普及率が54.5%で97億5,600万円の起債がある。日進市では普及率が47.9%で88億円の起債となっている。
前田委員　　　近隣と比較しても地方債の額も少ないし普及率も高いということで順調な推移をしていると判断もできるが、今度また浄化センターを造った場合地方債も増えると思うが、近未来的に最大に達するときはいつぐらいで、いくらぐらいか。
下水道課長　　平成21年度は１億9,600万円だが、平成22、23、24年度については管渠工事も含めるが、南部の処理場の関係で１年で４億5,000万円を見込んでいる。平成21年度から平成24年度の間で約15億円の起債予定をしている。ただし処理場建設後は管渠工事だけになるので、その後については年間１億数千万円の起債を予定している。一時的に80億円を超えるときがあるが、また起債借額を少なくするので除々に減らしていく計画となっています。
前田委員　　　特殊な会計で非常に地方債が多く、これから返済も毎年２億4,000万円もあるようなこういう事業を、資金的に今後ともきっちりやってもらいたい。
予算書389ページに受益者負担金一括納付報奨金3,470万円とあるが、予算委員会のときも町税等が前納報奨金を廃止したということで、このようなものについても公平性ということからなくすべきではないか。
副町長　　　　前納報奨金については、例えば長湫中部の場合のこともあったので、前納報奨金という格好で全額納付してもらった。もうそれで終わっていくのでその後はそういったことは受益者分担金では起こってこないと思う。ただ特別会計でやっていくところなので受益者分担金としてはいただいた原資としてやっていくということで、より払いやすい状態で事業をやっていきたいということです。調整はしていきたいと思います。
前田委員　　　少し時代にそぐわないと思うので意見調整してください。
伊藤委員　　　処理場管理の職員体制だが、嘱託１人でやっていかれるのか。
下水道課長　　平成20年度からこの体制をとっている。当然不在の場合もあるがそのときは職員が応援に行ったりする。基本的には処理場の中の異常点検を見回ってもらう形でやっている。業務的なものは本庁でやっている。平成20年度について無事に来られたのでさほど懸念はしていない。
副町長　　　　以前の体制は正職員が配置されており定年前に辞められた。今配置している職員は嘱託だが、以前は下水道課長をやっていた方で、本庁サイドと連携を密にしながらやっている。一般的管理業務は委託でやっているので体制としてやっていけると考えています。
水野委員　　　391ページの浄化槽雨水貯留施設転用補助金だが、平成19年度は80万円の予算に対し決算では２件の利用があった。平成20年度は80万円の予算で現在何件の利用があったか。

同業務係長　　現在３件で24万円です。
水野委員　　　予算に対し件数が少ないと思う。PRを考えているか。

下水道課長　　この制度については工事説明会、受益者負担金説明会の際に、パンフレットを配布して利用をお願いしている。ホームページ等にも載せている。一番PRするのは工事説明会のときで、接続される方が集まる時期なので、その場を借りて強くアピールしていきたい。
水野委員　　　今年度は３件利用があったということだが、メリットがあったという声は聞かれたことはあるか。
同業務係長　　メリットというと実際かかった経費から３分の２以内で上限８万円となっている。12万円以上費用がかかった方には満額８万円が補助される。直接ありがたかったとの声は聞いていないが利用があれば使ってもらいたい。色々な所でこういうことをやっていると回答はしています。

水野委員　　　ホームページにも載せているとのことだが、参考になるように、もっとわかりやすく掲載したらどうか。日進市のホームページは本当にわかりやすく書いてある。こういうときはどうなるかの質問もあるので、たくさんの人が集まって説明を聞いたときにはやろうかと思う。こういうものも参考にしてもらいたい。
下水道課長　　参考にさせていただきます。
副委員長　　　395ページの終末処理場用地の買戻し別の分割の回数と金額は。平成30年度の総合計画の人口フレームの設定が６万3,000人とされているが処理能力の限界はどのようか。もう１つ処理施設がいるのか。どういう計画でいるのか。
下水道課長　　南部浄化センターの買戻しの件だが平成21年度から４年間かけて買戻しをする。来年度が２億5,400万円、平成22年度が２億4,800万円、その次が２億4,400万円、最終年度が２億3,800万円予定しています。

同工務係長　　今後の６万人だが、それに向けての新たな処理場等の計画はしていません。
副委員長　　　処理能力は６万人のキャパシティがあるということだが、人口フレームとして平成30年６万3,000人を目指すことになれば、処理能力があふれると思うが心配することはないのか。
同工務係長　　全体人口の６万3,000人に対して、公共下水道で整備する人口と農村集落排水処理で処理する人口と浄化槽で処理する人口の分けがあり、その他で公共下水道事業で処理するキャパシティは持っています。それは確保した上で６万3,000人に対して今後整備していく予定はありません。
委員長　　　　終末処理場用地で尾張土地開発公社から買戻すということだが、供用開始が平成25年度で土地の管理はどういう形か。
同工務係長　　実際来年からの買戻しになるが、来年１年は処理場の実施設計でそのままの状態が続く。平成22年からは建設工事に入るので工事現場として動き始めます。

委員長　　　　他ございませんか。なければ、質疑及び意見は以上で終了いたします。続いて討論採決を行います。最初に反対討論を行います。ございませんか。

ないようですので、次に賛成討論を行います。ございませんか。

ないようですので、採決を行います。議案第５号平成21年度長久手町公共下水道事業特別会計予算について原案のとおり可決することに賛成の委員の挙手を求めます。

挙手全員であります。よって議案第５号については原案のとおり可決することに決しました。

議案第６号

委員長　　　　次に議案第６号平成21年度長久手町農村集落家庭排水施設特別会計予算を議題といたします。議案第６号について執行部の説明を求めます。

下水道課長　　議案第６号について説明。

委員長　　　　説明は終わりました。これより議案第６号に対する質疑等を行います。質疑及び意見のある委員は挙手を願います。

伊藤委員　　　予算書415ページの熊張苑維持管理費だが、ここは完成してからだいぶん経つ。本管についても他の自治体では老朽化ということで相当な費用がかかっている現状である。全然予算的に増えていないが、修繕項目は増えていないのか。
下水道課長　　熊張苑の修繕料は来年度約1,142万円を予算化している。
伊藤委員　　　熊張地区の維持管理です。
下水道課長　　昨年度と同様の維持管理費でやっていくつもりでこの金額となった。
副町長　　　　予算の中のテレビ調査、汚水管内調査の中で異常が出てきた場合に早急に行わなければならないものがあればまた補正でお願いしなければいけない。平成20年度まではこれといった調査でも異常はないので、同じ程度の予算でお願いしたい。
川合委員　　　農水の施設だがどのくらいの余裕があるのか。
同工務係長　　熊張苑は接続率96.8％で流量的には上限に達する手前で、前熊苑は接続率約80％でまだ少し余裕があります。

川合委員　　　接続率は80％で残りの能力が20％ということか。

同工務係長　　そのぐらいです。
下水道課長　　熊張苑は日400～500㎥くらいの流入水量で、前熊苑は100㎥くらい多い。水量的な処理能力からしたら余裕はどちらもあります。
川合委員　　　平成２１年度当初予算主要・新規施策の概要の農村集落家庭排水建設事業（新規）で北浦、小深地区の整備を行うとあるが、ここがそこで能力は足りるのか。
同工務係長　　来年度、実施設計を予定している北浦、小深地区を含んでも処理能力的には確保しています。
川合委員　　　何戸くらいあるのか。
下水道課長　　北浦、小深地区で58戸230人を予定している。

伊藤委員　　　平成２１年度当初予算主要・新規施策の概要の事業個所図の説明図の小深地区だがこの色少しおかしくないか。緑色のすぐ上に民家が張り付いていてその人達は処理区域からはずれてしまうのか。
同工務係長　　道路で勘違いして色を付けてしまっている。緑の上の四角い民家が並んでいる所は処理区域に含まれます。修正します。
委員長　　　　予算書417ページの熊張苑維持管理費で消防用設備保守点検委託とあるが、昨年なかったが毎年ではないのか。
下水道課長　　熊張苑自体は消防用点検の対象にならない施設である。ただ消火器等が設置されているので今年度点検をした方がいいということで新たに加えた。

委員長　　　　他ございませんか。なければ、質疑及び意見は以上で終了いたします。続いて討論採決を行います。最初に反対討論を行います。ございませんか。

ないようですので、次に賛成討論を行います。ございませんか。

ないようですので、採決を行います。議案第６号平成21年度長久手町農村集落家庭排水施設特別会計予算について原案のとおり可決することに賛成の委員の挙手を求めます。

挙手全員であります。よって議案第６号については原案のとおり可決することに決しました。

議案第13号

委員長　　　　次に議案第13号平成20年度長久手町公共下水道事業特別会計補正予算（第３号）を議題といたします。議案第13号について執行部の説明を求めます。

下水道課長　　議案第13号について説明。

委員長　　　　説明は終わりました。これより議案第13号に対する質疑等を行います。質疑及び意見のある委員は挙手を願います。

前田委員　　　予算書８ページで負担金が1,400万円ほど増えたと説明があった。これが増えることによって、逆に歳出で報奨金が増えることにならないか。その分はどこにうたってあるか。
下水道課長　　質問がよくわかりません。
前田委員　　　平成20年度予算の報奨金の中でやれるということではないか。
下水道課長　　言われる通りで予算の範囲内で対応できるということで補正はやっていません。

先ほど説明で予算書８ページの下水道使用料が700万円増額で４億2,700万円になると言ったが間違いで４億3,050万円です。訂正します。
委員長　　　　他ございませんか。なければ、質疑及び意見は以上で終了いたします。続いて討論採決を行います。最初に反対討論を行います。ございませんか。

ないようですので、次に賛成討論を行います。ございませんか。

ないようですので、採決を行います。議案第13号平成20年度長久手町公共下水道事業特別会計補正予算（第３号）について原案のとおり可決することに賛成の委員の挙手を求めます。

挙手全員であります。よって議案第13号については原案のとおり可決することに決しました。

議案第14号

委員長　　　　次に議案第14号平成20年度長久手町農村集落家庭排水施設特別会計補正予算（第１号）を議題といたします。議案第14号について執行部の説明を求めます。

下水道課長　　議案第14号について説明。

委員長　　　　説明は終わりました。これより議案第14号に対する質疑等を行います。質疑及び意見のある委員は挙手を願います。

前田委員　　　予算書８ページの一般会計繰入金だが補正前の額が3,900万円に対して補正額1,200万円ということで、率からいくと結構な補正をされているが、厳しい中で一般会計からの繰入金ということも今後精度を高めてもらってやっていく必要があるのではないか。
下水道課長　　言われる通りです。慎重にこれから精査していきたいと思います。
委員長　　　　他ございませんか。なければ、質疑及び意見は以上で終了いたします。続いて討論採決を行います。最初に反対討論を行います。ございませんか。

ないようですので、次に賛成討論を行います。ございませんか。

ないようですので、採決を行います。議案第14号平成20年度長久手町農村集落家庭排水施設特別会計補正予算（第１号）について原案のとおり可決することに賛成の委員の挙手を求めます。

挙手全員であります。よって議案第14号については原案のとおり可決することに決しました。

議案第24号

委員長　　　　次に議案第24号国庫補助事業公共下水道築造工事その１請負契約の変更についてを議題といたします。議案第14号について執行部の説明を求めます。

下水道課長　　議案第24号について説明。

委員長　　　　説明は終わりました。これより議案第24号に対する質疑等を行います。質疑及び意見のある委員は挙手を願います。

　　　　ないようですので、質疑及び意見は以上で終了いたします。続いて討論採決を行います。最初に反対討論を行います。ございませんか。

ないようですので、次に賛成討論を行います。ございませんか。

ないようですので、採決を行います。議案第24号国庫補助事業公共下水道築造工事その１請負契約の変更について原案のとおり可決することに賛成の委員の挙手を求めます。

挙手全員であります。よって議案第24号については原案のとおり可決することに決しました。

議案第23号

委員長　　　　次に議案第23号長久手町自転車等駐車場の設置及び管理に関する条例の一部を改正する条例についてを議題といたします。議案第23号について執行部の説明を求めます。

安心安全課長　　議案第23号について説明。

委員長　　　　説明は終わりました。これより議案第23号に対する質疑等を行います。質疑及び意見のある委員は挙手を願います。

副委員長　　　愛知県の平成21年度予算で自転車のエコモビリティでレンタルサイクル事業が行われるが、今回駐輪場を増やすような利活用の話はあるか。
安心安全課長　愛知県についてはどこの駅からでもいいという条件で貸されている。許容量が増えることでより利便性が高まると思っています。
前田委員　　　新増設するがこれの予算はどうするのか。
安心安全課長　新設分は今年度当初予算で、建設部で工事を現在やっています。
川合委員　　　自転車置場の照明はしっかりしているか。
安心安全課長　設計時に全体の照度を計算して造っている。今回の増設分も照明灯が合計で14基それぞれの駅に散らばっているが、それぞれ必要に応じた数を設置しています。
川合委員　　　時々芸大通りの所を通るが、あそこは明るいか。
安心安全課長　高架下に２灯あり、中は調整しています。

川合委員　　　公園西駅の今度造る所はバス駐車場の停車場の所とは違うのか。
安心安全課長　第２の方が青少年公園線の高架の真下でNバスだと一ノ井のバス停になるがそこの横です。
川合委員　　　そのバス停の所と隣り合わせになるのか。
安心安全課長　位置的には隣り合わせだが、バス停とはフェンスで区画が囲ってあります。
委員長　　　　970台ほど増えて約2,000台ということだが、それぞれの駐輪場の管理状態はどのようか。
安心安全課長　現状ですか。新年度からですか。

委員長　　　　現状とこれからです。

安心安全課長　現状は、７箇所週３日で整理清掃を２人が４時間ずつ順番に回っている。さらに週２日１人が１時間で２箇所きれいに置くように指導している。新年度からは、箇所が増えるということで、整理清掃については同じく週３日２人ですが時間が倍の８時間、指導が週２日１人で３箇所に増やす予定をしています。
委員長　　　　それは全部シルバー人材センターに委託するのか。
安心安全課長　シルバー人材センターに委託しています。
委員長　　　　他ございませんか。なければ、質疑及び意見は以上で終了いたします。続いて討論採決を行います。最初に反対討論を行います。ございませんか。

ないようですので、次に賛成討論を行います。ございませんか。

ないようですので、採決を行います。議案第23号長久手町自転車等駐車場の設置及び管理に関する条例の一部を改正する条例についてについて原案のとおり可決することに賛成の委員の挙手を求めます。

挙手全員であります。よって議案第23号については原案のとおり可決することに決しました。

　　　　　　　次に、閉会中の継続調査についてお諮りいたします。

　　　　　　委員のお手元に配布してあります継続調査申出事件一覧表のとおり、引き続き閉会中も継続して調査したいと思いますが、ご異議ありませんか。

　　　　　　（異議なしの声あり）

　　　　　　　ご異議ないものと認めます。継続調査申出事件一覧表を私から議長に申し出ておきますから、ご了承願います。

なお、委員長報告は委員長と副委員長に一任していただけますか。

（異議なしの声あり）

ご異議が無いようですのでそのように取り計らいさせていただきます。以上で建設環境委員会を閉会します。

午前１１時　５分閉会　　　

以上、要点筆記は会議内容と相違ないので署名する。

平成２１年３月１６日

建設環境委員会委員長　じんの和子
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